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節水と雨水利用  （自然を守る、家計も助かる） 

毎日の生活のみならず生命の維持そのものに欠かせない水。エコ住宅にとっても水の利用と

処理は大切な項目です。蛇口を回せば自動的に水が出ます。それも飲むことができる程きれい

な水です。そして、使った後の汚れた水は下水道に流れどこかへ行ってしまう。このことを私

達は当たり前のことと思っていないでしょうか。 
水道の水が住宅に届くまでには、ダムを建設し貯水池に水を溜め、浄水場で濾過・殺菌し配

水管をたどってきます。その間にポンプで水を送ったり圧力を高めたりするために電気エネル

ギーを使います。従って、水道の水を使うことはエネルギーを消費することであり、場合によ

っては川の生態系を壊した犠牲の上に成り立っていることなのです。 
水利用での環境負荷を減らす、又はこれ以上増やさないために水を節約することが大切にな

ります。「節水」は省エネルギーと同様に、まず無駄をなくすことが最初です。流し放しや必要

以上の水を使うことをやめることです。一度使ってあまり汚れていない水は、他の目的に使え

ます。風呂の残り湯を洗濯や掃除に使えます。水洗便所に水道水を使うのは、本当はもったい

ないことです。節水型の洗濯機や節水コマの利用なども有効です。 
自宅で獲得できる水もあります。昔は大抵の家に井戸がありました。井戸水は夏にひんやり、

冬は冷たく感じません。もし今も井戸があれば素晴らしいこと、大いに活用しましょう。 
井戸がなくても雨水が使えます。集合住宅では全体として計画しないと難しいでしょうが、

戸建てなら雨水をためるタンクを設けることができます。本格的なものは地下に鉄筋コンクリ

ートや強化プラスチックの貯水槽を設け、ポンプで汲み上げ濾過して利用します。 
簡易なものはドラム缶大の雨水タンクが市販されています。付属の架台を用い地上に置くだ

け。縦樋の中間を切りとり取水装置を取り付け、樋を流れる雨水を取り込んでタンクにためま

す。一杯になればそれ以上入らない単純な仕組みです。雨水に含まれる汚れはタンクの底に沈

殿し、少し上に設けられた蛇口からは澄んだ水が出ます。雑巾洗いや植栽への水遣りには十分

です。我家で利用する雨水の量は限られていますが、節水意識を大いに高めてくれました。 
水道料金も基本料金と従量料金の合計で、後者は 1ｍ3当たり 200円前後。仮にひと月 10ｍ3

消費が減れば、下水道使用料を含め 3000 円近い節約となり家計も助かります。電力や都市ガ
スの記録を取るついでに水道メーターを見ましょう。一般的に水道の検針・請求は２ヶ月に１

回なので消費量はピンと来ませんが、毎月自分で検針すれば、もっと敏感になれるはずです。 
我家の水道使用量は、月平均で 13ｍ3程度です。４人家族の標準が 25ｍ3前後ですから、家

族３人でもかなり少ないと思います。その理由は、家族の心がけ、節水器具の使用、雨水の利

用、それにシャワーだけで済ませることの多い入浴スタイル、などにあるのでしょう。 
最後に雨水の地下浸透について少し。建物や舗装面に降った水は、ほとんど土にしみ込まず

川や下水に流れてしまいます。その結果、水の蒸発が減り乾燥し、都市のヒートアイランド現

象の一因にもなっているのです。宅地に降った雨を少しでも利用するとともに、できるだけ舗

装面を減らし土に吸い込ませるよう工夫しましょう。樹木が地中の水を吸い上げて蒸散させ、

成長するとともに都市の砂漠化が防げます。屋根なしのカーポートは全面舗装せず、砂利敷き

の上に平板や煉瓦を置くなど水がしみ込みやすくするのも、自分で出来る一つの方法です。 
水をエコロジーの視点で見直すことで色々なことが分かり、やるべきことも見えて来ますね。 


